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次期生徒会役員改選にあたり、本
年度は 12 名の立候補者がありまし

た。12 月 5 日からの選挙運動では、朝の登校時をはじめ、多くの場面で立候
補者をクラスで支え、みんなが応援する心温まる光景が見られました。また、
選挙管理委員会のみんなが時間をかけて考え、工夫しながら選挙を盛り上げ
てくれました。自分たちで学校をよくしていこうというやる気と熱意が感じられ、うれしく思
いました。とても気持ちのいい頑張りでした。8 日の立ち会い演説会では、各立候補者が公約
や自分が目指す大成中像を伝えていました。応援演説も気持ちのこもった心強いものでした。
新生徒会役員の人には立候補をしたときの気持ちを忘れることなく、自分たちの目指す大成中
に近づけることができるよう、その頑張りを期待したいと思います。新しい執行部の人たちを
紹介します。これからもみんなで生徒会を盛り上げましょう!!

会長：吉田昇平(2-4) 副会長：荒木琉偉(2-2) 副会長：中杉奏(1-4)
書記：不破こころ(1-3) 風紀部長：宮田崚平(2-5) 文化部長：富谷陽菜(2-2)

体育部長：水井星流(2-3) ボランティア部長：神山貴帆(2-5)
美化部長：神田彩名(2-3) 図書部長：柗本優希(2-2) 保健部長：阿蘇遥香(2-5)

11 月 28 日(月)から 12 月 2 日(金)ま
で地域の方にご協力をいただき、無事
にトライやる・ウ
ィークを終了する
ことができました。
事業所の方にはた
くさんのご負担と
ご迷惑をおかけし
た か と
思 い ま
す 。 本
当 に お
世 話 に
な り ま
し た 。
子どもたちにとって、
普段できない体験･･･
仕事をするというこ
との大変さや、任さ
れることで感じる精
神的な重圧、見えな
い部分に気を遣う苦
労、人と接すること
で味わうことができ
るやりがいや感動、
指摘をされて初めて
気がつく自分の足らないところ等、色々な発見や学びがたくさんあったと思います。

大成中だより
お邪魔しました事業所では、お褒めの言葉とご助言をいただきました。子どもたちの普段と違
う引き締まった顔や、小さな子を世話する温かい表情などが見られました。子どもたちも一人
ひとりが地域の方々に守られて成長させてもらっていることを実感できたと思います。今回の
取り組みは自分の将来を考える上で、きっと貴重な経験に、そして人の役に立つ幸せを味わえ
たとても充実したものになったことと思います。

教育は、よく樹木にたとえられます。樹木は、まず大地があって、根が
あって、幹があって、枝葉があります。教育では、根にあたるのが「情を

育てる教育」、幼児教育だと言われています。幹にあたるのは「自分の意志をだんだん持つ段階
での教育」、義務教育。この時期になると、人は将来、野球選手になりたい。あんな人になりた
いと自分の意志を持つようになります。次に、樹木では、枝葉が伸びて花が咲きます。これが
「専門教育による知識」です。人は研究者になりたい、医者になりたい、と専門知識を学びま
す。周囲の人が小さいときから、「偉くなりなさい」「賢くなりなさい」と花を咲かせることば
かりを強調してしまうあまり、そのことだけを目指してしまう子どもになってしまう。すると、
情が育ちにくくなります。根が育たない樹木は倒れてしまいます。情が育っていないから、「な
んでいじめたらだめなんですか？」と平気で言うような子どもが出てくるのではないでしょう
か。教育で大切なことは「勉強しろ」といって、それだけで終わるのではなく、子どもの情の
部分にしっかり向き合うことが大切だと考えます。子どもに辛そうな表情が見受けられるなら、
しっかり寄り添い、気遣ってあげることが大切で、そうされることによって、子どもは、徐々
に幹や枝葉が育て、花を咲かせようとします。

最近、特に「いじめ問題・不登校生の急増」が教育現場では大きな問題となっています。保
護者の皆様とは子ども達の「情を育てる」という点について、共に考え、取り組んでいきたい
と考えます。

みなさんにとってこの2学期はどうでした
か。学習、生活態度、委員会活動、係活動、

行事、クラブ活動などについて、「よく努力したところ」「反省すべきところ」など、自分で振
り返ってみましょう。冷静に自分を見つめ直すことが次への飛躍につながります。

さて、いよいよ明後日から冬休みが始まります。冬休みは、年末年始ということで家庭・地
域などまわりの状況もあわただしいものです。生活面でのリズムを大切にし、中学生としての
自覚と責任をもって、 1月10日(火)、みんなで新学期のスタートを迎えられるよう、冬休みを
有意義に過ごしましょう。

冬休みをよりよく過ごすための3か条
① 健康第一。体調管理に心がける
② 規則正しい生活を送る
③ きちんと学習計画をたて、家の手伝いもしっかりする

尼崎市ウィンターカップ 2 年生ソフトテニス大会
ソフトテニス 池田有志・吉田昇平ペア（優勝）
全国中学生人権作文コンテスト

3 年 竹内綾乃(優秀賞) 1 年 山崎芽維(入選)
明るい選挙啓発ポスター

1 年 盛大輝(佳作) 1 年 木村瑞希
中学生「税についての作文」

市教育長賞 3 年 池原満紀
尼崎市中学校読書感想文コンクール（入選）

3 年 中村有紗 3 年 谷川晴希
3 年 青野星那 2 年 石井明日花
2 年 岩田琳 2 年 柗本優希
1 年 山崎芽維 1 年 月田七海
1 年 中尾優那

１００周年 知れば知るほど〝あまがすき〞 ♥




